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帝王切開時に偶然発見された卵巣原発悪性リンパ腫の 1 例 
A case of Ovarian Malignant Lymphoma found at a  
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症例は 39 歳、3 経妊 3 経産(人工流産 1 回、第
1 子経腟分娩、第 2・3 子双胎のため帝王切開
分娩)。妊娠経過に異常所見は無く、前回帝王





(diffuse large B-cell lymphoma, non-
Hodgkin lymphoma)であり、Ann Arbor 病
期分類で stageⅡA と診断された。血液内科転







中でも NHL の割合は 1.5%と報告されている
1)。また、妊娠に合併した NHL も非常に稀で、
2013 年に発表された過去 50 年の文献レ







妊娠・分娩歴：3 経妊 3 経産(人工流産 1 回、














術中所見：38 週 2 日、選択的帝王切開術を施












図 1a)核出した腫瘤 肉眼所見 
 
図 1b)腫瘤の割面 肉眼所見 
 
図 2)組織学的病理所見	 HE 染色 (20 倍 ) 
 
図 3a)免疫染色	 CD20 陽性(10 倍) 
 


















IL-2 受容体の値は 394U/ml と上昇は認めな
かった。全身 CT 検査(頸部～骨盤部)では、腫
瘤影やリンパ節腫大の所見は認めなかった。し








WBC 6800/ul TP 6.8g/dl PT 136.70%
RBC 449万/mm3 AST 13IU/l APTT 77.80%
Ht  36.60% ALT 14IU/ｌ Fib 328mg/dl
Hb 11.3g/dl LDH 258IU/l D-dimer 3.5μg/dl
Plt 49.5万/mm3 ALP 267IU/l sIL-2re 394U/ml
Neuto 93% T-Bil 0.05mg/dl
Mono 2.00% BUN 9.6mg/dl
Baso 1.00% Cre 0.45mg/dl
Eosino 4.00%  
表 1)血液検査所見(術後 11 日目) 
 
 
図 4a)全身 PET 検査	 水平断 
 
図 4b)全身 PET 検査	 水平断	 冠状断 
 
図 5)全身 PET 検査	 腎下極レベル 
 
上記より卵巣原発悪性リンパ腫(diffuse large 
B-cell lymphoma, non-Hodgkin 
lymphoma)、臨床病期ⅡA と診断された。 
血液内科にて術後 31 日目より R-CHOP 療法 
(Rituximab,Cyclophosphamide,Pirarubicin,	 
Vincristine,Prednisone)を 6 コース施行され、










2014 年第 3 巻 第 1 号 14 頁 
 
 
HD が少なく、約 90%は NHL に分類され 3)、
卵巣原発悪性リンパ腫のほとんどが NHL であ
る 4)。NHL において卵巣原発の症例は 0.5%、









































コアによって low risk group から high risk 
group に分類され、本症例は血液内科での血液
検査で LDH が軽度上昇していたため、
intermediate risk group に分類された。
intermediate risk group の 5 年生存率は 50%
とされる。本症例は R-CHOP 療法 6 コースを
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